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1
月
25
日
（
土
）
の
午
後
、
永

田
町
会
で
は
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
紹
介
と
実
践
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
冬
季
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
町
内
住
民
の
島
立
地
区

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
員
で
あ
る
八

十
島
健
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、ボ
ッ

チ
ャ
の
紹
介
と
ル
ー
ル
の
説
明
を

行
い
、
そ
の
後
、
約
20
名
の
参
加
者

で
４
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
、ト
ー
ナ

メ
ン
ト
形
式
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
ボ
ッ
チ
ャ
で
珍
プ
レ
ー

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
白
熱
し

た
戦
い
に
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
も
深
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

　

 

ま
た
、
冬
季

講
座
の
前
後
に

は
「
そ
ば
打
ち

講
習
会
」と「
そ

ば
会
」
も
開
催

さ
れ
、
住
民
の

交
流
を
深
め
る

半
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

2
月
24
日（
月
･
祝
）に
小
柴
公

民
館
と
島
立
公
民
館
の
合
同
の
冬

季
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
の
申
込
み
を
含
め
る
と
30
名
を

超
え
る
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

始
ま
り
に
あ
た
り
、
小
柴
公
民

館
に
お
い
て
昔
懐
か
し
い
映
像
の

観
賞
と
同
町
会
の
勝
野
壽
雄
先
生

よ
り
地
区
に
由
来
す
る
昔
話
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
普
段
何

気
無
く
聴
い
た
こ
と
、
見
た
り
し

た
こ
と
を
改
め
て
深
く
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
講
話
の
最
後
に

先
生
の
作
詞
し
た
『
島
立
の
郷
』

の
紹
介
が
あ
り
自
慢
の
美
声
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

一
部
の
方
を

除
き
皆
さ
ん

で
日
本
浮
世

絵
博
物
館
と

歴
史
の
里
へ

見
学
に
出
か

け
ま
し
た
。

各
施
設
の
学

芸
員
か
ら
詳

　

２
月
９
日
（
日
）
町
区
の
冬
季

成
人
講
座
で
は
、
大
町
市
在
住
の

司
法
書
士
、
高
山
さ
ん
を
講
師
に

招
い
て
、
相
続
制
度
の
用
語
か
ら

易
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
相
続
登
記
の
大
切
さ
、
重
要

性
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

相
続
の
必
要
が
発
生
し
て
か
ら

年
月
を
空
け
て
し
ま
う
事
で
の
、

大
き
な
リ
ス
ク
・
弊
害
に
つ
い
て

サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の
例
を
通
し
て

考
え
ま
し
た
。

　

講
座
の
後
半
に
は
各
々
が
持
ち

寄
っ
た
事
案

に
つ
い
て
質

問
す
る
時
間

が
あ
り
、
こ

の
講
座
一
番

の
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か

ら
は
「
た
め

　

地
区
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
道
祖

神
で
す
が
、
サ
エ
の
神
、
道
陸
神

（
ど
う
ろ
く
じ
ん
）
と
も
い
い
、

民
間
信
仰
の
石
仏
と
し
て
日
本
各

地
に
残
さ
れ
て
お
り
、
元
は
紀
元

前
中
国
の
道
の
神
「
道
祖
」
と
日

本
古
来
の
邪
気
を
さ
え
ぎ
る
「
み

ち
の
神
」
が
融
合
し
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
が
お
よ
そ

３
９
０
０
基
と
日
本
一
多
く

祀
ら
れ
て
お
り
、
松
本
市
で

も
６
０
０
基
を
越
え
る
数
の

道
祖
神
が
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
馬
の
往
来
が
多
い
場
所

や
、
集
落
の
入
口
に
祀
ら
れ
て
、

悪
霊
や
疫
病
な
ど
邪
悪
な
も
の
が

入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
防
ぐ
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
た
り
、
男
女
一
対

の
姿
か
ら
縁
結
び
、
子
孫
繁
栄
、

夫
婦
円
満
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

道
祖
神
は
、
子
供
た
ち
の
奉
祀

す
る
祭
で
も
あ
り
、
昔
は
、
祭
が

近
付
く
と
子
供
た
ち
が
集
ま
り
角

燈
篭
を
張
替
え
、
思
い
思
い
の
絵

を
書
い
た
後
、
祭
の
晩
に
燈
篭
を

あ
げ
、
道
祖
神
の
前
で
お
神
酒
を

徳
利
に
入
れ
て
供
え
、
道
祖
神
に

お
参
り
に
来
る
人
に
振
る
舞
っ
た

そ
う
で
す
。
三
の
宮
、
町
区
、
北

栗
で
は
、
今
も
子
ど
も
た
ち
が
道

祖
神
の
御
札
を
作
り
配
っ
て
い
ま

す
。

し
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
2
時
間
余
り
の
見
学
で
し
た

が
初
め
て
訪
問
し
た
人
や
何
度
か

来
た
こ
と
が
あ
る
人
も
そ
れ
ぞ

れ
、
よ
り
深
く
、
そ
し
て
改
め
て

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回

の
参
加
者
は
年
配
の
方
が
中
心
で

し
た
が
今
後
は
、
若
い
人
へ
の
参

加
の
呼
び
か
け
を
し
て
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

に
な
っ
た
。
質
問
し
て
み
る
も
ん

だ
」
と
満
足
す
る
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

移
り
変
わ
る
時
代
に
あ
わ
せ
て

細
か
な
ル
ー
ル
や
専
門
的
な
知
識

が
手
続
き
に
は
必
要
と
な
る
の
で

法
律
の
専
門
家
を
頼
る
こ
と
も
、

選
択
肢
と
し
て
考
え
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

道
祖
神

松 本 市 公 民 館 報 【島立版】③ 2020（令和　2　）年　3　月　30　日（月） 第 415 号

令和2年3月1日現在

世帯数
男
女
総人口

2,840世帯
3,282人
3,454人
6,736人



島
立

訪
探探
島
立
の

　
道
と
水
　

「
水
田
地
帯
を
貫
く
長
野
道
」

後
編
〈
松
本
平
農
協
の
対
応
〉

出典：中央道長野線対策十五年史

　

昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
７
月

１
日
、
中
央
自
動
車
道
西
宮
線
支

線
の
長
野
線
建
設
が
決
定
。
基
本

計
画
を
経
て
48
年
10
月
19
日
、
整

備
計
画
発
表
。
26
日
、
建
設
大
臣

は
日
本
道
路
公
団
に
施
工
を
命
令
。

公
団
は
こ
れ
に
遡
り
素
案
ル
ー
ト

を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

47
年
12
月
、
農
協
は
「
松
本
平

農
協
中
央
道
長
野
線
対
策
委
員
会

（
対
策
委
）」
を
結
成
、三
原
則
を
確

立
し
建
設
に
対
応
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

48
年
１
月
の
対
策
委
で
の
情
勢

聴
取
。
芳
川
は
塩
尻
市
吉
田
と
の

関
係
で
極
力
南
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
要
望
で
賛
成
し
他
は
反

対
、
島
立
は
絶
対
反
対
で
し
た
。
委

員
長
は
深
沢
市
長
に
路
線
案
は
優

良
農
地
の
大
幅
潰
れ
、地
区
分
断
、

騒
音
等
公
害
で
営
農
・
生
活
に
影

響
大
と
結
論
し
反
対
を
申
し
入
れ

ま
し
た
。
市
長
は
土
地
基
盤
整
備

事
業
等
で
生
産
低
下
を
補
い
、
道

路
、河
川
、側
道
整
備
で
機
能
低
下

防
止
、防
音
壁
設
置
等
を
国
県
、

公
団
等
に
要
望
す
る
と
回
答
し
ま

し
た
。
島
立
は
「
中
央
道
長
野
線
通

過
絶
対
反
対
」の
看
板
、対
策
委
は

「
優
良
農
地
を
潰
す
な
」「
中
央
道

長
野
線
の
建
設
路
線
反
対
」
等
の

ポ
ス
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
島
立

は
48
年
10
月
18
日
、建
設
省
に
「
大

久
保
工
場
団
地
、国
道
四
車
線
化

で
優
良
農
地
を
提
供
し
た
が
三
度

は
絶
対
反
対
」
と
陳
情
し
ま
し
た
。

　

49
年
４
月
９
日
、県
中
央
道
松

本
事
務
所
の
航
空
測
量
要
請
に
反

対
し
、26
日
の
対
策
委
で
長
野
線
通

過
絶
対
反
対
を
決
定
。
12
月
９
日
、

公
団
は
航
測
実
施
公
告
を
強
行
。対

策
委
は
古
タ
イ
ヤ
を
用
意
し
阻
止

行
動
を
各
地
区
に
通
知
し
ま
し
た
。

　

50
年
５
月
13
日
、
県
の
協
力
要

請
に
反
対
す
る
回
答
を
市
長
と
知

事
に
提
出
。６
月
17
日
に
情
勢
急

変
。
和
合
助
役
は
「
航
測
や
む
な

し
18
日
実
施
」
と
発
表

し
強
行
。
各
地
区
は
タ

イ
ヤ
を
燃
や
し
黒
煙
を

上
げ
、
対
策
委
は
市
役

所
で
抗
議
。
市
は
今
後

地
元
の
考
え
を
尊
重
し

た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

51
年
４
月
29
日
の
対

策
委
で
各
地
区
の
情
勢

聴
取
。
堀
米
、
小
柴
は
市
街
化
区

域
編
入
希
望
が
あ
り
絶
対
反
対
で

な
い
。８
月
２
日
、
島
立
の
北
半
分

は
条
件
考
慮
、
南
半
分
は
絶
対
反

対
。
ま
た
各
地
区
か
ら
は
基
盤
整

備
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
11
月
１

日
、
公
団
松
本
調
査
事
務
所
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

52
年
２
月
10
日
、
寿
赤
木
は
塩

尻
市
吉
田
の
要
請
も
あ
り
「
田
川

の
治
水
を
考
え
れ
ば
圃
場
整
備
と

の
併
行
建
設
や
む
な
し
」
と
決
定

し
ま
し
た
。

　

53
年
４
月
12
日
、情
勢
変
化
に

伴
い
島
立
は
建
設
促
進
を
決
定
し

公
団
の
調
査
段
階
に
移
行
。９
月
25

日
、島
内
南
中
は
調
査
の
前
提
は
地

下
道
方
式
と
要
求
。10
月
７
日
、島

立
は
北
栗
を
除
き
賛
成
し
ま
し
た
。

　

54
年
１
月
、
県
・
公
団
・
市
と
の

懇
談
で
島
立
は
地
下
道
方
式
、
圃

場
整
備
促
進
等
を
要
望
し
調
査
を

認
め
ま
し
た
。５
月
23
日
、
公
団
の

ル
ー
ト
説
明
会
。
笹
賀
は
東
電
大

町
線
の
西
側
通
過
、
島
内
・
島
立
は

人
家
密
集
地
回
避
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。７
月
19
日
、
島
立
は
六
町
会

が
固
定
化
を
認
め
、８
月
６
日
に

は
北
栗
も
承
諾
。
21
日
の
対
策
委

で
委
員
長
代
行
は
「
路
線
の
固
定

化
を
認
め
て
よ
い
か
」
と
提
案
し
全

員
が
了
承
。
待
機
の
公
団
、
県
、
市

の
代
表
が
感
謝
し
決
定
し
ま
し
た
。

10
月
１
日
に
は
島
立
地
区
県
圃
推

進
委
員
会
が
発
足
と
な
り
ま
し
た
。 　

12
月
27
日
に
松
本
Ｉ
Ｃ
関
係
の

地
権
者
が
明
確
と
な
り
55
年
２
月

29
日
に
島
立
地
区
地
権
者
組
合
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
公
団
名
古
屋

建
設
局
は
６
月
25
日
、
市
域
ル
ー

ト
と
工
事
計
画
を
発
表
。
設
計
協

議
が
始
ま
り
ま
す
。

　

56
年
３
月
５
日
、
対
策
委
は
神

林
以
北
の
中
心
杭
打
設
を
承
認
、

15
日
、
公
団
松
本
工
事
事
務
所
は

北
栗
で
松
本
地
区
中
心
杭
打
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。７
月
10
日
、
知

事
は
特
別
対
策
と
し
て
松
本
平
農

協
主
唱
で
長
野
方
式
と
も
呼
ば
れ

た
「
異
種
目
換
地
」
と
補
助
率
５
％

引
上
げ
を
約
束
。
圃
場
整
備
事
業

と
長
野
線
建
設
の
促
進
契
機
と
な

り
、
松
本
以
北
も
本
方
式
を
求
め

る
結
果
を
生
み
、
農
地
保
全
の
手

段
と
な
り
ま
し
た
。

　

57
年
４
月
17
日
、
市
は
地
域
分

断
対
策
の
公
民
館
新
増
築
に
補
助

を
決
定
し
南
栗
、
北
栗
、
大
庭
、
小

柴
が
内
定
し
ま
し
た
。

　
６
月
28
日
、
松
本
平
農
協
の
特

徴
で
あ
る
地
権
者
組
合
協
議
会
を

結
成
し
対
策
委
と
連
携
で
補
償
交

渉
を
実
施
。８
月
20
日
に
笹
賀
、９

月
29
日
に
は
寿
で
設
計
協
議
開
始
。

８
月
19
日
、
建
設
省
は
供
用
開
始

を
62
年
度
は
松
本
ま
で
と
発
表
。

12
月
７
日
に
島
立
の
設
計
協
議
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

58
年
６
月
１
日
、
地
権
者
組
合

協
議
会
が
「
用
地
交
渉
の
基
本
事

項
」
を
決
定
し
交
渉
は
急
進
、
58

年
度
は
、笹
賀
、寿
、芳
川
で
終
了
。

60
年
２
月
６
日
に
は
最
大
潰
地
島

立
の
用
地
買
収
が
ま
と
ま
り
調
印

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
５
〜
６
日
、対
策
委
は
知
事

と
島
立
・
島
内
地
区
圃
場
整
備
事

業
推
進
予
算
獲
得
の
た
め
農
林
水

産
省
と
国
土
庁
に
陳
情
し
ま
し
た
。

　

61
年
１
月
28
日
、
公
団
は
盛
土

用
土
取
場
候
補
の
寿
赤
木
山
を
断

念
。３
月
12
日
、
教
育
委
員
会
は

61
年
度
分
の
堀
米
、
南
栗
、
ギ
ボ
シ

分
館
を
公
民
館
建
設
予
定
と
す
る

通
知
を
し
ま
し
た
。こ
の
頃
に
な
る

と
盛
土
運
搬
の
ダ
ン
プ
カ
ー
で
埃

公
害
が
発
生
し
ま
し
た
。９
月
29

日
、
中
信
地
区
中
央
道
対
策
委
は

料
金
取
扱
機
関
へ
の
農
協
指
定
を

公
団
に
要
望
。
日
本
道
路
公
団
法

改
正
で
松
本
平
農
協
の
松
本
Ｉ
Ｃ

指
定
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

62
年
３
月
31
日
、
県
は
松
本
高

速
道
事
務
所
を
閉
鎖
。
公
団
は
中

央
自
動
車
道
長
野
線
を
「
長
野
自

動
車
道
」
と
俗
称
す
る
と
発
表
。

　

昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
３
月
５

日
10
時
、
松
本
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
長
野

線（
岡
谷
・
松
本
間
22･

１
㎞
）の
開

通
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
三
原

則
を
確
立
し
建
設
に
対
応
す
る
こ

と
を
決
定
し
て
か
ら
15
年
が
経
過

し
て
い
ま
し
た
。

《
三
原
則
＝
①
優
良
農
地
を
守
る
。②
地
域
の

分
断
は
し
な
い
。③
公
害
は
出
さ
な
い
。》
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